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（リピオドール群）と対照群の 2 群を作成した。リピオドール群にはリピオドール 4-6mlを腎動脈に注入し、CTで血管と腎実質に不均一
な分布を確認した。平均 CT値はリピオドール群が対照群よりも約 5倍高かった（263±79HU：48.2±4.0HU）。  
凍結針(20 mm の冷却範囲/直径 1.5 mm）を各腎臓の上部と下部に刺入し（1つの腎臓につき凍結を２回）、25MPa のアルゴンガス圧
で,300 秒間の凍結を 12回施行した（リピオドール群 6回、対象群 6回）。氷球の形態を評価するために、凍結完了直後に CTを撮像し
た。氷球の平均直径（幅/長さ）は、リピオドール群と対照群でそれぞれ 22.1±2.3/22.9±2.3mm と 21.6±0.7 / 22.2±1.3mm で有意差は
なかった。幅：長さの比は、リピオドール群で 1：1.04、対照群で 1：1.02であり、球形の氷球が両群で生成された。 
同時に、凍結針の冷却面に熱電対を先端から 4mmと 11mmの位置に溶接し、凍結針周囲の温度分布を評価するために、凍結針を熱電対が








両群で凍結完了時の 0°C、-5°C、および-20°Cの凍結針からの距離はそれぞれ約 11、10、および 7 mmで有意差はなかった。また、0°
Cの距離と CTの氷球半径はほぼ一致し、対照群で 10.9±0.5 mm、リピオドール群で 11.3±1.1mm であった。 
以上の結果から、凍結針の温度や周囲の温度分布は両群で有意差はなく、リピオドールが固化したかどうかは不明だが、氷球内の細胞の
温度が十分に下がったと考えられ、組織に混合されたリピオドールが氷球形成や温度分布に影響を与えないことを示しました。 
 
